
市
か
ら
の
通
知
・
発
送

▪
介
護
用
品
支
給
チ
ケ
ッ
ト

【
内
容
】介
護
保
険
で
要
介
護
4
か
5
と
認
定

さ
れ
た
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
65
歳
以
上
の

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、介
護

用
品
購
入
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す
。４
月

中
旬
頃
に
、対
象
者
へ
支
給
申
請
書
を
発
送

し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０

１
３
）へ
。

▪
令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

【
内
容
】市
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
へ
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

課
税
内
容
は
同
封
の
課
税
明
細
で
確
認
を
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
７
）へ
。

▪
自
動
車
税
の
納
付
を

【
軽
自
動
車
税
】５
月
中
旬
に
50
㏄
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
な
ど
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
は
５
月

31
日
㈫
。障
害
者
手
帳
を
持
ち
、一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
に
は
減
免
制
度
あ
り
。
申
請

は
５
月
31
日
ま
で
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
６
）へ
。

【
普
通
自
動
車
税
】普
通
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
納
期
限
は
５
月
31
日
。

▼
詳
し
く
は
、中
丹
広
域
振
興
局
税
務
課（
☎

62
・
２
５
０
２
）へ
。

▪
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
払
い
の
利
用
を

　

固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車
税
、普
通
自
動

車
税
は
納
付
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ（P

ペ
イ
ペ
イ

ayPay

・

L

ラ
イ
ン

INE P

ペ
イ

ay

）や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
は
、別
途
シ
ス
テ
ム
料
が
必
要
）

が
使
え
ま
す（
普
通
自
動
車
税
はa エ

ー
ユ
ー

u P

ペ
イ

AY

も

使
用
可
）。ま
た
、２
府
４
県
の
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
や
郵
便
局
、全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
各
店
舗
で

納
付
で
き
ま
す（
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
は

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
不
可
）。

　
期
限
内
納
付
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
税
務
課
》

固
定
資
産
価
格
な
ど
の
縦
覧　

５
月
２
日
ま
で

　
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
と
市
内
の
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
が
比
較
で
き
る「
固
定

資
産
縦
覧
帳
簿
」を
閲
覧
で
き
ま
す
。土
地
区

分
に
は
所
在
地
・
地
目
・
地
積
・
評
価
額
、

家
屋
区
分
に
は
所
在
地
・
家
屋
番
号
・
用
途
・

構
造
・
建
築
年
・
床
面
積
・
評
価
額
が
記
載
。

【
期
間
】５
月
２
日
㈪
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

～
17
時

【
場
所
】税
務
課（
市
役
所
本
館
２
階
）

【
対
象
】固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）の
納
税

者
本
人
か
委
任
状
を
持
っ
た
代
理
人

▪
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
土
地
や
家
屋
な
ど
の
所
有
者
、そ
の
代
理

人
、借
地
・
借
家
人
は
土
地
や
家
屋
な
ど
の

暮
ら
し
の
情
報

課
税
台
帳
を
随
時
閲
覧
で
き
ま
す
。
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
。

代
理
人
は
委
任
状
、借
地
・
借
家
人
は
契
約

が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
1
0
2
7
）へ
。

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

～
４
月
は
定
期
集
合
注
射
～

【
日
程
】❖
西
・
加
佐
地
区
…
４
月
６
日
㈬
・

７
日
㈭
・
13
日
㈬
❖
東
・
中
地
区
…
４
月
14

日
㈭
・
20
日
㈬
・
21
日
㈭

【
場
所
】市
内
の
集
会
所
な
ど
延
べ
72
か
所（
場

所
・
時
間
は
案
内
に
記
載
）

【
対
象
】生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬（
登
録
犬
に

は
案
内
を
送
付
）

【
料
金
】❖
登
録
犬
…
３
，３
０
０
円
❖
未
登
録

犬
…
６
，３
０
０
円（
登
録
手
数
料
含
む
）

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・１
０
６
４
）へ
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
の
期
限
延
長

　
風
し
ん
の
抗
体
検
査
の
期
間
が
令
和
７
年

3
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。ま
だ
抗
体
検
査

を
受
け
て
い
な
い
人
に
は
、３
月
末
に
風
し
ん

の
抗
体
検
査
券（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
）を
送
付

し
て
い
る
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。職
場
な
ど

で
実
施
さ
れ
る
健
診
の
際
に
、受
検
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、抗
体
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

【
対
象
】昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性

【
そ
の
他
】風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、抗
体

価
が
低
い
場
合
は
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失

し
た
場
合
は
再
発
行
可
。

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
実
施
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０

６
５
）へ
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

【
期
間
】来
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

【
場
所
】協
力
医
療
機
関

【
対
象
】市
内
在
住
で
❖
今
年
度
65
、70
、75
、

80
、85
、90
、95
、１
０
０
歳
に
な
る
人（
対
象

者
に
は
今
月
初
旬
に
通
知
）❖
接
種
日
に
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
害
が
あ
る
か
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
で
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
障
害
が
あ
る
人

※
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
ポ
リ

サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）を
受
け
た
人
は
対
象
外

【
料
金
】４
，０
０
０
円（
市
民
税
非
課
税
世
帯

と
生
活
保
護
世
帯
は
事
前
申
請
で
無
料
）

【
そ
の
他
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
場
合
は
、高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
と
の
間
隔
を
13
日
以
上
空
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０

６
５
）へ
。

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
ま
す

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
食
事
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、通
院
な
ど
の
外
出
を
支

援
す
る
令
和
４
年
度
の
乗
車
票
を
販
売
。
路

線
バ
ス
や
京
都
丹
後
鉄
道
、タ
ク
シ
ー
が
一

般
の
料
金
よ
り
割
安
で
利
用
で
き
ま
す
。
タ

ク
シ
ー
券
は
乗
り
合
わ
せ
も
可
。

【
販
売
期
間
】来
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

【
販
売
場
所
】高
齢
者
支
援
課
、西
支
所
、加
佐

分
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
75
歳
以
上

【
使
用
期
限
】令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

【
注
意
事
項
】使
用
期
限
切
れ
、紛
失
な
ど
に
よ

る
払
い
戻
し
や
再
発
行
は
不
可
。
購
入
時
は

生
年
月
日
の
分
か
る
も
の（
保
険
証
な
ど
）を

持
参
し
て
く
だ
さ
い（
代
理
購
入
可
）。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
1
0
1

２
）へ
。

東
・
西
図
書
館
に
図
書
殺
菌
機
を
設
置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
し
、

安
心
し
て
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

東
・
西
図
書
館
に
図
書
殺
菌
機
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
図
書
館
内
で
利
用
す
る
本
や
貸
出
本
の
消

毒
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）、

西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）へ
。

「
舞
鶴
市
ま
ち
な
か
イ
ノ
ベ
ー
ション

推
進
事
業
」実
施
団
体
を
募
集

　
商
店
街
団
体
な
ど
と
連
携
し
、創
意
工
夫
に

よ
る
ま
ち
な
か
の
集
客
性
、回
遊
性
の
向
上
に

継
続
的
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
対
象

に
補
助
す
る
、ま
ち
な
か
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業
の
実
施
団
体
を
募
集
。対
象
や
補
助
金

額
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
確
認
を
。

【
募
集
期
間
】４
月
４
日
㈪
～
28
日
㈭

【
補
助
金
額
】対
象
事
業
経
費
に
対
し
て
上
限

20
万
円
～
１
０
０
万
円

【
申
し
込
み
方
法
】所
定
の
企
画
提
案
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、産
業
創
造
・
雇
用
促
進
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、産
業
創
造
・
雇
用

促
進
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）へ
。

　マイナンバーカードやITを活用した利便性の高い窓口
サービスを目指し、4月から次の運用を開始します。
▪証明書自動発行機
　マイナンバーカードを使って住民票の写しや印鑑登
録証明書などを取得できる自動発行機を市役所本館1
階市民課前と西支所に設置します。機械操作に迷われ
る場合は職員がサポートします。利用の条件などは、
コンビニ交付サービスと同様です。

【取得できる証明書など】
住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明
書、課税（非課税）証明書・所得証明書、戸籍全部・個
人事項証明書（戸籍謄・抄本）、戸籍の附票の写し

【必要なもの】
マイナンバーカード、利用者証明用電子証明書の4桁
の暗証番号、手数料（硬貨と千円札のみ使用可）

【利用可能時間】
開庁日の8時30分～17時
▪おくやみコーナー
　死亡届を提出した後に行う、資格喪失手続きなどの
各種手続きをまとめて行う「おくやみコーナー」を本

窓口サービスの利便性を向上
庁と西支所に設置します。来庁日時を予約してもらい、
職員が事前に書類などを準備しておくことで、時間や
手間がかかる手続きの負担を軽減します。

【利用方法】
来庁される3開庁日前までに、市民課（☎66・1002）
か西支所（☎77・2252）へ電話で予約

【受付枠】
❖9時から❖10時から❖11時から❖13時から❖14時か
ら❖15時から❖16時から
▪相談機能の強化
　西支所で取り扱う幅広い窓口業務のうち、児童扶養
手当、保育所入所、税申告の業務を本庁へ集約し窓口
を一元化します。専門性の高い相談などに対し、より
丁寧に手厚く支援します。また、西支所と本庁をウェ
ブ会議システムで結び、本庁の窓口がオンラインで相
談に応じる機器を導入します。
※各種申請の一斉受付期間中には、特設申請窓口を西
支所に設置します
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

  路線バス（京都交通バス、自主運行バス）
 ❖市内の１乗車区間200円で乗車できる乗車票を  
     販売
 ❖１冊５枚つづりを1,000円で販売
 ❖年度内に10冊まで購入可
  京都丹後鉄道
❖西舞鶴駅～丹後神崎駅間を１乗車200円で乗車
    できる乗車票を販売
❖１冊５枚つづりを1,000円で販売
❖年度内に10冊まで購入可
  タクシー
❖市内移動で、１乗車の運賃が1,000円以上の場
    合に利用できる乗車票を販売
❖１冊５枚つづり5,000円分を2,500円で販売
❖年度内に５冊まで購入可

市の人口と世帯数 人口  78,644 人（-163 人）　世帯  34,817 世帯（-58 世帯）

男  39,332 人（-88 人）　女  39,312 人（-75 人）　※令和４年３月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。
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